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第24次夏隊紀行
大 山 佳 邦
昨年の11月25日,例年通 り 「ふ じ」は第24次南極地域
観測隊員を乗せて晴海を出港した.58年からは新しい観.
測船 「しらせ」が就航することになっているので,「 ふ
じ」が南極へ向 う最後の航海となる.そ のような「ふ じ」
の出港にふさわ しく,快晴の晴海埠頭からは富士山を望







し,ぞ くぞく逃げ帰ってきていた.出 港と同時に 「達す
る!捕 縛を厳にし.荒天に備えよ」と艦長自らの船内
放送があった.と ころが行けども暴風圏らしい船の動揺





















空整備の担当隊員は徹夜の作業 もつらいが,ま わ りの助
人も気掛 りである.ボル トが1本 余って しまったと言 う
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生 物 は,低 温 と同時 にJiζ常 に乾 燥 した 環 境 に あ るの で,そ
の 分 布 は 水 と関 連 して い る.ユ キ ドリ沢 は 流 れ に 沿 って
コ ケ群 落 が続 い て い る のに,や つで 沢 の 方 は これ まで の
調 査 て.は点 々 と しか 認 め られ て い な か った.水 が 豊富 に
あ るの に 不 思議 で あ る.こ の 沢 に 入 って み て 浮 石 が 多 く
荒 れ て い る感 じを 受 け た.周 囲 を 見 わ た す と,大小 の氷 の
ブ ロ ッ クが 水面 か ら 数mの 高 さに 打 ち 寄 せ られ て い て,
洪 水 の跡 を 思わ せ た.さ らに ト流 に 向 う と ドリフ トで 出
来 た 高 さ30mほ ど の ダムが あ り,そ の.ド部 に 大 きな ト
ンネ ルが 開 通 して いた.こ れ で 納 得 が い った . .L流の雪
融 け水 が 塞 き止 め られ,の ち に ダ ムを 突 きや ぶ ・.・て鉄 砲
水 とな って 流 れ だ した 跡 だ った の で あ る(写真).小 規 模




















打 ちあ げ られ た 氷 と トン ネ ル
のは 何 年 か に一 度 とい うもの で は な か ろ うか.点 々に し
ろ南 極 で コケ群 落 が 発 達 す るに は か な りの年 月 を要 す る
は ず で あ る.そ れ に して も今 年 の ト紅梅 は1・1凶覧か に 一 度 の
暖 い 夏で 、 コケの 胞r－体 が で き,'il'IS1けに よる鉄 砲水 が
出た の だ ろ うか.「 ふ じ」 の 船 上で 受 け て い る 共 同 ニ ュ
ー スに ,オ ー ス トラ リアは 気 象 観 測 始 ま って 以 来 の猛 暑
だ とい うニ ュー スが あ った よ うに記 臆 して い る.
昭 和 基 地 に お け る越冬 観 測 の準 備 もで きた2月8日,
昭 和 基 地 へ の 最 終 便 を 飛 ば した,以 後 は 厳 しい 冬 に 向 け
て 越 冬 隊 員 の み に よ って観 測 やJSI也の維 持 が な され る.
一方 ,夏 隣 の方 に も未 だ ひ とli:　']C,ikって い る.昭 和 基 地
の 西,東 経24～25度 に あ る ブ ライ ド湾 の偵 察 で あ る.
来年 以 降,こ こか ら約200kmほ ど 内陸 に入 った と ころ
に あ る 七 一 ル ロ ン ダー ネ山 脈 で 新 た な 調 査 計 画 が 展 開 さ
れ よ う と して い る.そ の た め の海 氷 状 況 や 上 陸 地 点 な ど
を調 査 す る こ とで あ る.ブ ラ イ ト湾 とい って も,陸 の 地
形 が 湾 入 して い る の では な く,海 に 押 し出 され た 大 陸 氷
が棚 氷 とな って,そ の棚 氷 に で きた 大 きな 湾 で あ る.「ふ
じ」 の最 初 の航 海 で あ った 第7次 観 測 隊 が 昭 和 基 地 か ら
の帰 り}こご こに 寄 り,ベ ル ギ ーの ロ ワ ・ボー ドワ ン基 地
を 訪 れ た.18年 ぶ り,最 後 の航 海 で 「ふ し」 は また こ こ



























まった.基 地回 りは黒 々とした海に囲まれ,潮 騒が聞こ
える.東方ングル島は,21次以来3年ぶ りの孤.1;,ijとなっ






















野外調査は,ス トランドネッパ,エ インス トードイン







平 沢 威 男
年の暮 もおしつまった大晦日の夜,日 米交換科学者と
して,米 国南極基地 に むけ て 飛び立った.日 航機の中
で,"お とそ"を ふるまわれながら,太平洋上で新年を







球で再会.私 のクライス トチャーチ滞在中,な にか と面





路南下,南 極マクマー ド基地に向か うかに思えた.しか
し離陸後1時 間もすると,ス ピーカーが突然放送をはじ
















で あ っ たが,歓 迎 の 宴 を 準 備 しな が ら待 ち 続 け て い て く
れ た の には 感 謝 の言 葉 もな か った.
5目 の午 後 か ら6日 に か け,早 速 マ クマ ー ド基 地 と ニ
ュー ジー ラ ン ド ・ス コ ッ ト基 地 の 施 設,な か で も超 高 層
物 理 観 測 関 係 の 設備 の調 査 に と りか か った.マ クマ ー ド
基 地 は ご存 知 の よ うに米 国南 極 観 測 事 業 の メ イ ン ・ベ ー
ス で あ る.南 極 各基 地 へ の補 給 ・輸 送 の 拠 点 と して の 役
割 を持 って お り,そ れ に応 じた 各 種 施 設 を 有 し,ま た 夏
期 に は延 べ 約2,000名,冬 期 に は 約100名 の 人 員 が 滞 在
す る 基 地 で あ る.し か し基 地 の 性 格 か らい って.そ の 規
模 に応 じた 科 学 観測 が 行 なわ れ て い るわ け で は な い.超
高 層 物理 観 測 と して は.宇 宙 線 中 性 子 と メ ソ ンの モ ニ タ
ー お よび オ ー ロ ラか ら 発 す る 超 低 周 波 音 波(Auroral
infrasonic　wave)の観 測 が 行 なわ れ て い る.宇 宙 線 観
測 は オ ー ス トラ リア の モ ー ソ ン基 地 と ともに,定 常 的 な
質 の 高 い観 測 が維 持 され て い る.施 設 的 に 見 て も良 く整
備 され てお り,今 後 も 南極 に お け る 宇宙 線 観 測 の　 key
stationとして の 役割 を果 た して い く意 気 が 感 じられ た.
Infrasonic　waveの観 測 は ア ラ ス カ大 学 のWilson博士
を 中 心 と して 実 施 され て い た.同 博 士 とは 以 前 か らの 知
己 で,た また ま一 緒 に な った.観 測 は マ クマ ー ド基 地 周
辺 に い くつ か の 観 測 点 を ば ら まき,テ レメ ー タ ーで デ ー
タを 集 め て い た.「 オ ー ロ ラか ら 発す る 音波 は,確 認 で
き るの か 」 との 私 の 問 い に は,あ ま りは っ き り した 答 え
は 返 って こな か った が,そ れ よ りもむ しろ エ レパ ス火 山
の 噴 火 時 の 音 波 が 興 味 深 く,今 後 は 同 火 山 で実 施 され て
い る地 震 の 観 測 デ ー タ と比 較 し,研 究を 進 め て 行 きた い
意 向 を 持 って い る よ うで あ った.7日 朝,神 沼 教 授 と と
もに マ クマ ー ド基 地 発,所 要時 間 約10時間 で サ イ ブル 基
地 に 着 く.　Mr.　J.　Klinek　(station　ma ager)の出迎 え
を 受 け,基 地 内 に 入 る.時 計 が8時 を指 して い るが,午
前 か,午 後 か?白 夜 の 南 極 大 陸 を まわ りこ む よ うに 飛
行 して きた た め,時 差 の 関 係 が よ くわか ら な い.聞 いて
み る と 午後8時 と の こ とで あ った.夕 食 も終 り基地 の隊
員 は くつ ろい で い た.夜,サ イ プル 基地 の概 要 の説 明 を
受 け,基 地 の夏 期 宿 舎 に 泊 る.宿 舎 は氷 原 の な か に建 て
られ た布 製 の'`かまぼ こ兵 舎".雪 は 吹 き こみ,室 温 も
低 く,寒 さ にふ る え なが ら 毛布 に く る ま って 寝 る.久 し
振 りの 南 極 ら しい 一・夜 で あ っ た.翌 日の 午 前 はScientific
leaderの案 内 で 基 地 の 設 備 を 見 て廻 った.サ イ ブル 基 地
は1970年に建 設 さ れた が,そ の 当時 の 建 物 は 約15mの
氷 雪 下 に 埋 もれ,無 人 の基 地 とな って い た.そ こで は 直
径10mの コル ゲー トは 各所 で積 雪 で 押 しつ ぶ され,そ
れ が 建 物 まで 破 壊 して い た.南 極 の 積 雪 の 恐 し さを 身 に
しみ て 感 じ させ る もの が あ った.
サ イ ブル は 超 高 層 物理 現 象 の観 測 の ため に 建 設 され た
基 地 とい え る.オ ー ロ ラ観 測 の た め の 全天 カ メ ラ ・光 電
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測 光 器,電 離層 観 測 の デ ィジ タ ル ・ア イオ ノ ゾ ンデ,リ オ
メー ター,地 磁 気 観 測の フ ラ ッ クス ゲ ー トお よび イ ン ダ
ク シ ョン磁 力計 な ど にカ11え,サイ プル 基 地 建 設 の.・つ の
大 きな理 由 とな った 超 低 周 波電 磁 波 動(VLF)の 送 信 実
験 施 設 な どが あ る.こ の 送 信 実 験 は ス タ ン フ ォー ド大 学
の ヘ リウ ェル教 授 が 中心 とな り実 施 して い る もの で,基
地 周辺 に全 長25マイ ルの 長 大 な ア ンテ ナ を 設 置 し,　VLF
帯 の 人 一[電波 を 磁 気 圏 に 打1,げ,こ れ に よ って 磁 気圏 内
で の電 波 と粒 子 と の相 互 作 用 を 研 究 し よ う とす る もの で
あ る.厚 さ2,000mにも達 す る'二1ξ原 は 長 人 な ア ンテ ナ を
設 置す る ため に も,電 波 の 損 失 が 少 な い とい う点 に お い
て も秀 れ て い る.ま た 文 明 か ら隔 絶 した 南極 で は、 送 信
され る電 波 が 他 に 影 響 を 及 ぼす こ とが 殆 ん どな い点 も考
慮 され た ので あ ろ う.南 極 な らで は の 実 験 で あ る.Mr.
J.　Klinekの運 転 す る雪D1{に 乗 り,見 渡 す 限 り延 々 と
続 くア ンテ ナに 沿 って 走 った.こ の あ た りの 年 間積 雪{11
は1～2m,2年 に 一 度 は ア ンテ ナ の 支柱 を 高 くす る 作
業 が 続 け られ て い る とい う.8H夕 方,サ イ ブ ル 基地 を
離 れ,マ クマ ー ドへ の途 中 パ ー ト基 地 に 立 寄 る.サ イ プ
ル基 地 に その 役 割 を渡 す まで は,南 極 に お け る 超高 層 物
理 観 測 の メ ッカで あ り,数 々の 研 究 成 果 を あ げ て きた 基
地 で あ る.現 在 は雪 に埋 もれ,数 人 の 隊 員が 夏 期 の み の
観 測 に従 事 して いた.か つ て の 栄 光 に 満 ち た 基 地を 日の
あた りに 見て,同 じ分 野 の研 究 者 と して 感慨 深 い もの が
あ った.
サ イ ブ ル基 地 か ら帰 着 した 翌|1,10口11L朝6時には,
極 点 基 地 に向 け,再 び マ ク マ ー ドを 飛 び立 った.所 要 時
間的4時 間.　Station　leaderのMr.　P.　X.　Hardingと
Scientific　|eaderのDr.　M.　L.　Vichui(女r}:・生 物 学
者)の 出迎 え を 受 け た.一 気 に 標 高2,800mに到 達 した
た め,少 々高 山 病 的 な 症1犬も出 る の で は な いか と心 配 し
極点基地にて
たが,特 別なこともなく,早速両氏の案内で基地内の諸
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観 測 計 画(IMS)以降 に 得 られ た 多 量 の 地 上 及 び 飛 翔 体観
測 デ ー タを 基 に した 詳 細 な 解析 結 果が 報 告 され,極 域 超
高 層 現 象 に 関 す る総 合 的 な 研 究 発 表 の場 とな った,
特 に,今 回 設 け た 「SSCに伴 う極 域 現 象」 の セ ッシ
ョンに お い て は,複 数 の グル ー プ よ り同一 の衛 星 観 測 デ
ー タ を用 い た 解 析 結 果 が 発 表 され ,　SSC効 果 につ いて
活 発 な議 論 が 交 され た.ま た,将 来 計画 に 関す る セ ッシ
ョンでは,地 磁 気 共 役 点 に お け る多点 観 測,ポ ー ラー パ
トロール バ ル ー ン並 び に 衛 星 計 画 な ど,魅 力的 な観 測 計
画 の提 案 が 行 わ れ た.
な お,本 シ ンポ ジ ウ ムで の 発 表 論文 は,　` Memoirs　of
National　Institute　of　Polar　Research,　Special　Issue"
に 印 刷 され る予 定 で あ る,
プ ロ グ ラ ム
1磁 気 圏 ・電 離 圏 擾 乱
1.磁 気 圏 へ の エ ネル ギ ー 流 入 量 とIMF南 北 成 分
(Review)　 (前沢 洌)
2.連 続 す る フ レア ー に よ る太 陽 風 擾 乱 の 伝播
(袴田和 幸,赤 祖 父 俊 一)
3.静 止 衛 星高 度(GMS-1)の 数MeV粒 子 の 強 度
の 変 化 と極 域 磁 場 擾 乱 の 関 係(山 下 喜 弘)
4.　MAGSAT高 緯 度 デ ー タ の解 析1(ケ ース ス タデ
ィ)(荒 木 徹,亀 井 豊 永,家 森 俊 彦)
5.　MAGSAT高 緯 度 デ ー タの 解 析H(統 計)
(亀井 豊 永,荒 木 徹,家 森 俊 彦)
6.磁 気 圏 擾 乱に 伴 う赤 道F域 層擾 乱 と プ ラズ マ ・バ
ブ ル の ダ イ ナ ミッ クス
(高橋 忠 利,大 家 寛,渡 部 重 一1-)
7.電 離 層 プ ラ ズ マ擾 乱
(大家 寛,渡 部 重 十,高 橋 忠 利)
ll　ELF-VLF波 動 現 象
8.磁 気 圏VLF波 動(Review)　 (早川 正 士)
9.　Discrete　Emission,　Periodic　Ernission　の地 上 一
衛 星 同 時 観 測(陳 肇 文,芳 野魁 夫,佐 藤 夏雄)
10,　Norway,南極 昭 和 基 地 で 同 時 観 測 され た 周 期 的
VLF放 射 の 特 性 に つ い て
(山岸 久 雄,福 西 浩,小 島年 春,芳 野 越 夫)
11.　South　Pole　Station上空 で 観 測 さ れ た オ ー ロ ラ ヒ
ス現 象(鈴 木 光 義,芳 野魁 夫,福 西 浩)
12.　ISIS衛星 で 観 測 され たVLF放 射 バ ー ス ト
(恩藤 忠 典,中 村 義 勝,渡 辺 成 昭,村 上利 光)
13.極域 に お け るVLFソ ー サ ー 等 の源
(渡辺 成 昭,恩 藤 忠 典,中 村 義 勝,村 上 利 光)
14.　ISIS衛星 で 観 測 され たOmega信 号 の 伝搬 特 性
(松尾 敏 郎,木 村 碧 眼,山 岸 久 雄)
15.　Frequency　drift　ofthe　dawnside　mid-latitude
VLF　emissions　 (早川r .,1:,田中義 人)
皿　 ULF波 動 現 象
16.地磁気 脈 動 研 究 に おけ る1980年以 降 の 流 れ につ い
て　 (Review)　 (湯元清 文)
17.ULF磁 波 の低 緯 度 共 役性 同 時 観 測
1.　Rulfmeterによ る 日豪 同 時 観 測
(斉藤 尚生,湯 元 清 文,瀬 戸 正弘,　K.D.　Cole)
18.ULF磁 波 の低 緯 度 共 役 性 同 時 観 測
2,Pc3の 波 動 特 性(湯 元 清文,斉 藤 尚生,
田 村 忠 義,瀬 戸 正弘,　K.　D.　Cole)
19.　CNA　pulsationと関 連 現 象
(渋谷仙 吉,佐 藤夏 雄)
20.サブ ス トー ム時 のCNAに 現 わ れ るULF周 期 の
振 動(野 崎 憲 朗,平 沢 威 男,福 西 浩)
21.　Pi　burst脈動 の ス ペ ク トル特 性(國 武 学)
22.高緯 度Pc5脈 動 の 位 相構 造 と偏 波(坂 翁 介)
23,Ps6の特 性(北 村泰 一,糸 長雅 弘)
24.　velii衛星 高 度 に お け るPc4-5現 象 と　Pc1現 象
の関 連(石 田十 郎,国 分 征)
25.電磁 流 体 波 動(Pc3,4,5)の発生 ・伝 播
1,磁 気 圏 境 界線 に お け る特 性(ISEE1,2)
(友村 清,桜 井 亨,利 根川 豊,加 藤 愛 雄)
26,電磁 流 体 波 動(Pc3,4,5)の発生 ・伝 播
2.磁 気 圏 静 止軌 道 に お け る特 性(ATS-6,SMS-1,
2>(桜井 亨,利 根 川豊,友 村 清,加 藤 愛 雄)
27.電磁 流 体 波 動(Pc3,4,5)の発 生 ・伝 播
3.極 域 争点 観 測 に よる特{生(利 根 川 豊,
福 西 浩,平 沢 威 男,桜 井 亨,加 藤 愛 雄)
28.地磁 気 脈 動Pc1波 動 のDFの 可 能 性
(西野 正 徳,岡 田敏 美)
IV　中 層 大 気(MAP)
29.成層 圏 微 量成 分 の緯 度 及 び 季 節 変 化(Review)
(近藤 豊)
30.対流 圏 ・成 層 圏NOxの 予 備 観 測
(高木増 美,近 藤 豊,岩 田 晃)
31.極域 に お け る大 気 潮 汐
(加藤 進,　R,　A.　Vincent)
32.オー ロ ラ帯 か らの 重 力波 のf云搬 とそ のHFド ップ
ラ ー法 に よ る観 測
(筒井 稔,堀 川 隆,小 川 徹)
33.新50　MHz　ド ップ ラー レー ダ実 験 初 期 結 果
(小川 忠 彦,五 十 嵐喜 良,大 瀬 正 美,
倉 吉 康 和,平 沢威 男,藤 井 良一)
V　 HF波 動 ・電 磁 環 境
34.南極域 に お け るISIS　トップサ イ ドサ ウ ンデ ィ ン
グAGCデ ー タの 解 析(ll)　Xモ ー ド放 射
(相京 和 弘,恩 藤 忠 典,西 崎 良.
一5
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備調査結果)(鎌 田哲夫,荻 野竜樹,神 原英彦)
38.気球B1一1Nに よる北欧の電力線放射電磁界の




































1.磁 場変動(桑 島正幸,角 村 悟,
河村 讃,福 西 浩)
58.静止衛星高度におけるSSCに 伴 う現象
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2.高 エ ネ ル ギ ー粒 子 線 の 変 動
(角村 悟,桑 島 正 幸,河 村 講)
　59,　A　multisatellite　study　of　Psc　oscillations　ob-
　　　　served　atsynchronous　rbit
(桜井 亨,利 根 川 豊,友 村 清,加 藤 愛 雄)
60.静止 衛 星 で 観 測 され たSSCに 伴 う 長 周期 地 磁 気
脈 動 の特 性 に つ い て
(永野 宏,荒 木 徹,福 西 浩,佐 藤 夏雄)
61.静止 衛 星 高 度 に お け るsscの 特 性(国 分 征)
62.SSC時 のVLF位 相 異常(菊 池 崇)
63.円筒 電 離 層 －FI柱地 球 系 と 単 色.'F面HM波 との
相 互 作 用(大 西 浩 史,荒 木 徹)
D(オ ー ロ ラ現 象
64.　Aurora　の 動 的 様 相　(Review)　 (U1本達 人)
65.脈動 性 オ ー ロラ中 へ の 入 射 粒 子 と　VLF波 動
(小口 高)
66.　South　Pole　Stationで観 測 され た オ ー ロ ラの様 相
「鮎 川 勝,平 沢 威 男)
67.　Trans　Polar　Arcの 特 性
(金田栄 祐.向 井 利 典,平 尾 邦 雄)
68.北欧 に お け る オ ー ロラ電 場 の 大 気 球 観 測
(小川 俊雄,山 岸 久 雄,福 西 浩,小 野 高 幸)
69.北極 域 サ ブ ス トー ム 中 に お け る オ ー ロ ラX線,
CNA,　VLF放 射,地 磁 気 脈 動 の 相 互 比 較
1.オ ー ロ ラX線 の時 間 変 動
(小玉 正弘,山 岸久 雄,小 野 高 幸,福 西 浩,
山 上 隆 正,西 村 純,村 上 浩 之,平 島 洋)
70.北極 域 サ ブ ス トー ム 中 に お け る オ ー ロラX線,
CNA,　VLF放 射,地 磁 気 脈 動 の相 互 比 較
2,X線 と　ULF,　VLF波 動 の 相 互 関 係
(山岸 久 雄,小 野高 幸,福 西 浩,小 玉 正 弘,
山 上 隆 正,西 村 純,村 上 浩 之,平 島 洋)
71.SAMBO82バ ル ー ン観 測 報 告
(小野 高幸,宮 岡 宏,江 尻 全 機)
72.ナー ロ ラ テ レビの 開発
(江尻 全 機,小 野 高幸,宮 岡 宏,小 口 高)
73.オ ーPラ テ レビに よ る観 測
(小野 高 幸,江 尻全 機,宮 岡 宏,小 口 高)
74.北極 」或に お け る オ ー ロ ラX線 撮 像 観 測
(平島 洋,村 上浩 之,奥 平 清 昭,小 玉 正 弘,
西 村 純,山 上 隆 正,藤 井 正 美,江 尻 全 機,
小 野 高 幸,宮 岡 宏)
X極 域 現 象 の シ ミュ レー シ ョ ン と理 論 的 考 察
75.オー ロ ラ磁 力 線 上 の 波 ・粒 子 とダ イ ナ ミ ックZ
(Review)　 (三浦 彰)
76.太陽 風 と地 球 磁 気 圏 相 互 作 用 のMHDシ ミュ レ ー







79.地磁気脈動の低緯度伝搬(藤 田 茂,玉 尾 孜)
80.極域波動現象における波動一粒子相互作用の計算
機シミュレーション






ン グ (中山泰雄,前 田佐和子〉
レ外 国 人研 究 員 の 紹 介 く
Oコ ー リン ブル博士　(Colin　B.B.　BULL)
所 属 ナハイオ州立大学教授 ・数学物理学部
長
招へい期間 昭和58年4月27口～6月26日





研 究 課 題 エレパス火山の地球物理学的研究
〉 来 訪 者 く
3月22n～3月25日 　 Dr.　KOHNEN,　H.　(西ドイ ツ極
地 研 究 所 研 究 員)
Mr.　DIETRICH,　H.　(同研 究 所 技 師)
Mr.　LAMBRECHT,　K.〔同 研 究 所 技 師)
4月4日 ～4月10日　 Dr.　BARRY,　R.　(コロ ラ ド大 学
地 理 学 科 教 授,ワ ール ド ・デー タ ・セ ン ター
A所 長)
4月9日 　 Mr.　LANDRETH,　G.　(アラ ス カ大 学 地 球
物 理 学 研 究 所 技 官,第24次 南 極 観 測 隊 交 換 科
学 者)
4月17日～4月19日　 Dr.　NISHIYAMA,　T.　(ア ラ ス
カ大 学 海 洋 研 究 所 准 教 授)
4月19日　 Mr.　REYNA,　C.(アル ゼ ンチ ン大 使 館 公 使)
職 員 の 異 動
5月1日(併 任 ・配 置 換)資 料 主幹 ・資 料系 教 授 に,
星 合 孝 男(前 研 究 系 教授 生理,生 態 学 研 究 部
門)が 就 任.
平 澤 威 男 前 資 料 主 幹 ・資 料 系教 授 は,研 究 系
教 授 超 高 層 物 理 学 第 一 研 究 部 門 に 配 置換.
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第24次隊 月例 報告 〈3月 ・4月〉

































普醜 油1・ 綱82・q739 14,404196,335
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stat三〇ns)
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　sea　level)　(mb)








平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)(%)　71
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)










































































? 南極 海 に 生 息 す る動 物 プ ラ ン ク トンは,そ の分 布 が 南
}極 海 あ るい は も う少 し北 のldi|i南極 海 あた りま での み に 眠
き
ミ られ て い る とい う種 が ほ とん ど で あ る.例 え ば,ナ ン キ
も
1・ クオ キ ア ・(E・Phau・'・・1・桝 ・)な どは その 典 型 で1
あ る.し か し,中 に は,驚 くべ き こ とに,熱 帯 海 域 あ た
ミ りに 分布 す る もの と同_の 種 が 、魎 の海 に も 峨 す る.
甲一 ,… 一 ←.叩「'… 一 口一ド"一 一一一叩ρ""





は,体 長 約1mm前 後(成 体)で 動 物 ブ ラ ン ク トi
ン と して は 小 さ い方 に 属す る.赤 道 付'近の熱 帯 海 域 か ら ≧
南 北 両 極 に まで 広 く分 布 して い る.こ の よ うに,生 活 し
得 る環 境 条 件 の軸 力～広 く,従 っ て広 い 地 域 に分 布 し得 る こ
生 物 衡 ・聯(…m・,・li・ …p・cl・・)・ 訪.}
この種の体の大 きさは低緯度に比べて高緯度で大きく{






では長 くなるもの と思わ れ る,と もあれ,現 在のとこ1
ろ,本種は生息場所が異なっても形態的特徴が同 じであ1
`る
の で,全 て 同 一 種 と して扱 わ れ て い る.ミ
ミ
さて,昭 和基 地 周 辺 の定 着 氷 下 で は,本 極 は 年 間 を 通t
,
じて」細 に最も多く峨 する種の一つである・そればか}
りで は な く,昭 和 基 地 周辺 の唯 一 の 浮 魚 ボ ウ ズ ハ ゲ ギス モ
の 稚fk;glの藪 な靴 な 。て 、、る.と が わ か 。た.小 さ1
～
い け れ ど も,定 着 氷 下 の生 態 系 で大 きな 役 割 を 担 って い ミ
る生 物,そ れ がか い あ し類 の一 種Oithona　simi"sであ ミ
る・1
)'tWNe_"-H-t-'♂""■N－ 囲'"一+'
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